
班

研

究

唐
宋
美
術
の
研
究

班
長

骨
布
川

寛

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
五
ヶ
年
計
墓
で
始
ま

っ
た
本

研
究
は
､
隔

･
唐

･
五
代

･
北
末
の
美
術
全
般
に
つ
い
て

よ
り
精
確
な
理
解
を
目
指
す
｡
特
に
繁
栄
の
極
に
達
し
た

盛
唐
美
術
を
中
心
に
､
初
唐
か
ら
そ
こ
に
至

っ
た
過
程
､

ま
た
そ
こ
か
ら

一
挿
し
て
霜
害
的
な
山
水

･
花
鳥
蓋
に

代
表
さ
れ
る
末
代
美
術
を
生
む
に
至

っ
た
背
景
な
ど
を

探
る
｡
具
髄
的
な
方
法
と
し
て
は
出
土

･
俸
世
の
文
物
'

石
窟
寺
院
の
係
数
美
術
'
毒
論

･
書
論
の
聾
術
論
を
三
本

の
桂
と
し
て
､
零
表
と
合
講
を
交
え
て
進
め
て
い
-
｡
本

年
の
要
衝
論
の
舎
請
は
劉
道
醇

『五
代
名
蓋
補
遺
』

(河

野
道
房
擦
雷
)､
黄
伯
恩

『東
観
飴
論
』
(下
野
健
鬼
塘
嘗
)

を
取
り
上
げ
た
｡
ま
た
肥
田
路
美
氏
を
招
き
蓉
表
し
て
い

た
だ
い
た
｡

l
月

一
九
日

東
寺
兜
蚊
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て

岡
田

健

二
月

九
日

響
堂
山
石
窟
と
そ
の
周
遠相

本

泰
生

二
月
二
三
日

ク
メ
ー
ル
儒
教
美
術
に
つ
い
て

藤
岡

穣

三
月

九
日

大
童
面
壁
相
国
の
成
豆
を
め
ぐ

っ

九
九
八
年

一
月
よ
り

九
九
八
年

1
1
一月
ま
で

四
月
二
七
日

五
月

二

日

六
月

八
日

七
月

六
日

九
月
二
八
日

一
〇
月

一
九
日

一
一
月

二
日

二

月
三

〇
日

一
二
月

一
四
日

詳
経
借
侍
研
究

等
経
僧
と
は
'

て

肥
田

路
美

漢
中

･
安
康
地
区
の
陶
桶小

林

仁

イ
ン
ド
後
期
併
数
石
窟
と
三

つ
の

王
朝

定
金

計
次

青
銅
器
の
塗
漆
に
つ
い
て中

野

徹

訪
中
蹄
囲
報
告
-
歴
史
博
物
館
所

蔵
の
書
に
つ
い
て
-

大
野

修
作

天
龍
山
石
窟
の
唐
代
造
像西

林

孝
浩

中
国
北
朝
時
代
の
星
宿
固林

聖
智

唐
代
の
古
鱒
文
字
を
め
ぐ
っ
て

木
島

史
雄

宋
代
青
緑
山
水
研
究

-
(侍
)
趨
伯

繍
高
松
金
臥
圃
巻
の

主
題
と
表
現

に
つ
い
て

竹
浪

速

日
本
古
代
の
金
銅
価
を
め
ぐ
っ
て

嘱
波

恵
昭

班
長

桑
山

正
進

イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に

や
っ
て
き
て
､
経
典
漢
諸
に
参
劃
し
た
併
数
倍
で
あ
る
｡

か
れ
ら
に
関
す
る
情
報
は

『高
僧
侍
』
『績
高
僧
侍
』
『宋

高
僧
侍
』
な
ど
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
侍
記
を

班
員
の
専
門
分
野
で
あ
る
歴
史
'
言
語
'
宗
教
'
美
術
な

ど
多
角
蔵
鮎
を
も
っ
て
讃
解
検
討
し
､
四
世
紀
-
八
世
紀

の
'
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
わ
た
る
地
域
の
歴

史
､
文
化
'
そ
の
他
お
お
く
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
｡
あ
わ
せ
て
接
る
べ
き
現
代
語
辞
を
作
成
す

る
｡
研
究
合
は

1
九
九
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇

l
年
三
月

ま
で
隔
週
の
月
曜
日

(二
時
-
五
時
)
に
文
戯
セ
ン
タ
ー

合
議
室
で
開
催
｡

中
国
音
韻
史
の
研
究

班
長

高
田

時
雄

本
研
究
班
は

一
般
の
書
目
に
は
著
録
さ
れ
る
こ
と
の

稀
な
明
清
の
韻
撃
関
係
の
書
物
を
取
り
上
げ
､
序
蚊
や
凡

例
を
讃
み
つ
つ
'
そ
の
資
料
的
性
格
を
閲
明
し
､
明
清
の

音
韻
史
を
辿
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

一
九
九
八
年
三

月
で
終
了
､
研
究
成
果
と
し
て
論
文
集

『中
国
近
世
の
音

韻
撃
』
を
編
集
中
｡

十
六

･
十
七
世
紀
ア
ジ
ア
に
お
け
る
言
語
接
俄

班
長

高
田

時
雄

本
研
究
班
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
ア
ジ
ア
東
漸
を

契
機
と
し
て
起
こ
っ
た
言
語
接
鰯
の
諸
相
を
､
ジ

ェ
ズ

イ

ッ
ト
を
初
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
請
合
波
の
資
料
を

中
心
と
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
｡
ま
た
研
究
報
告

と
並
行
し
て

l
五
九
三
年

マ
ニ
ラ
版
タ
ガ

ロ
グ
語
ド
チ

リ
ナ
の
合
讃
を
行
い
つ
つ
あ
る
｡
前
者
に
つ
い
て
は
以
下

の
報
告
を
得
た
｡

五
月

二

日

基
本
文
戯
解
説

高
田

時
雄

ハ
行
四
段
動
詞
ア
ウ
の
寄
書

岸
本

恵
寅

413
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五
月
二
五
日

キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
書

八
日

六
月
二
二
日

一
〇
月

一
二
日

一
〇
月
二
六
日

米
井

力
也

バ
レ
ト
寓
本
の
ロ
ー
マ
字
表
記
か

ら
日
本
語
の
音
馨
の
賓
態
に
ど
こ

ま
で
迫
れ
る
か
?

鈴
木

廉
光

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侍
わ

っ
た
最
古
の

漢
字
標
本

高
田

時
雄

ム
ガ
ル
朝
名
構
考

ポ
ル
ト
ガ
ル

語
史
料
か
ら

虞
下

裕
之

宣
教
師
の
記
述
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の

言
語
-
研
究
序
説
と
展
望
-

池
田

巧

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
見
た
日
本
語

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
･
ヨ
リ
ッ
セ
ン

日
本
語
の
ド
チ
-
ナ
諸
本
と
そ
の

研
究
概
況

岸
本

悪
質

ポ
ル
ト
ガ
ル
訪
書
記

米
井

力
也

十
六
世
紀
イ
タ
-
ア
に
お
け
る
宗

教
教
育
を
め
ぐ
っ
て

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
･
ヨ
リ
ッ
セ
ン

マ
カ
オ
に
お
け
る
言
語
接
鰯

高
田

時
雄

一
二
月

七
日

『南
詞
難
解
』
に
つ
い
て鈴

木

虞
光

タ
ガ

ロ
グ
語
版
ド
チ
-
ナ
に
つ
い

て

ジ

ェ
ニ
ー
･
メ
ン
ド
-
サ

年
か
ら
五
年
間
の
計
劃
で
､
中
国
技
術
の
侍
続
と
特
質
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
｡
基
本
的
に
は
生
活
科
学
技

術
を
中
心
と
す
る
が
､
し
か
し
前
研
究
班
の
過
程
で
牌
げ

な
が
ら
み
え
て
き
た
中
国
技
術
史
に
お
け
る
研
究
課
題

は
､
特
定
の
時
代
､
分
野
に
偏
重
し
な
い
｡
一
般
的
に
は
､

技
術
と
科
挙
の
相
関
､
技
術
者
と
社
台
､
生
活
科
撃
の
特

質
'
少
数
民
族
の
技
術
､
等
々
の
主
題
に
関
わ
る
で
あ
ろ

う
L
t
個
別
的
に
は
'
農
業
'
嘗
撃
'
土
木
建
築
'
紡
績
､

数
学
､
天
文
学
'
化
学
､
そ
の
他
の
領
域
に
旗
が
る
で
あ

ろ
う
O
合
議
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
'
引
き
績
い
て
元

･

王
頑
の

『農
書
』
農
器
囲
譜
の
評
注
作
成
を
す
す
め
て
ゆ

-
｡
並
行
し
て
'
技
術
史
の
諸
分
野
に
わ
た
る
班
員
の
研

究
費
表
を
随
時
お
こ
な
う
｡

標
記
の
期
間
に
'
王
頑

『農
書
』
農
器
国
語

･
老
練
門

の
評
注
を
自
杉
悦
雄
､
森
村
謙

一
'
小
林
博
行
'
霜
田
美

穂
が
塘
首
し
た
｡
ま
た
左
の
研
究
費
表
が
お
こ
な
わ
れ

た
｡

二
月
二
四
日

馬
の
儀
樽
と
養
老
儀
穫

小
南

一
郎

三
月

一
〇
日

江
戸
天
文
方
の
活
動
と
そ
の
思
想

的
背
景
-
鮭
川
春
海

･
谷
秦
山
往

復
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
-

川
和
田
晶
子

六
月
二
三
日

朝
鮮
の
観
賞
園
聾
撃
の
形
成
に
お

け
る
中
国
の
影
響

李

樹
華

一
〇
月
二
七
日

コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
日
本
農
書
1

作
り
ま
わ
し
か
ら
天
の
ま
わ
し
へ

徳
永

光
俊

二

月

1
0
日

『山
林
経
済
』
の
増
補
と
そ
の
農
学

思
想

李

鏑
徹

一
二
月

八
日

『海
鳥
算
経
』
論
致

杜

石
然

中
国
の
鎧
制
と
鎧
畢

班
長

小
南

1
部

首
研
究
班
で
は
､
周
産
春
宮
部
分
を
責
公
彦
疏
で
讃

み
､
本
文
と
鄭
玄
注
を
潮
詳
し
注
樺
を
作
る
仕
事
を
進
め

て
乗
た
が
､
本
年
度
中
に
春
宮
部
分
を
讃
み
終
わ
っ
た
｡

引
き
績
き
､
績
漢
書
の
穫
儀
志
を
讃
み
t
等
注
を
付
け
て

い
る
｡
正
史
の
稽
儀
志
に
記
さ
れ
る
儀
鐙
が
､
国
家
や
天

子
の
存
在
意
義
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
'

具
髄
的
な
儀
頑
の
細
節
の
復
元
作
業
と
関
連
さ
せ
つ
つ
､

考
え
よ
う
と
努
め
て
い
る
｡

本
讃
み
と
並
行
し
て
'
班
員
に
よ
る
'
次
の
よ
う
な
蓉

414

四
月
二

一
日

五
月

一
二
日

五
月
二
六
日

中
国
技
術
の
侍
統

班
長

田
中

淡

｢中
閲
技
術
史
の
研
究
｣

に
引
き
績
い
て
'

1
九
九
六

梁
の
沈
約
と
郊
居

外
村

中

北
貌
洛
陽
の
庭
園

村
上

嘉
貴

中
国
嘗
草
書
に
お
け
る
症
候
分
類

に
つ
い
て
…

｢短
気
｣
徴
候
と
そ
の

診
断
学
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
-

東
郷

俊
宏

表
が
行
わ
れ
た
｡

一
月
二
七
日

二
月

一
七
日

六
月

二
日

六
月
二
三
日

経
典
解
樺
の
二

つ
の
流
れ
-
王
墓

の
考
古
学
と
訓
話
撃
-

木
島

史
雄

東
周
楚
囲
墓
葬
と
躍
制
度高

崇
文

六
朝
碑
博
文
小
考

原
田

直
枝

王
弼
老
子
､
論
語
'
易
注
の
程
に
関

わ
る
章
の
解
樺
に
つ
い
て仲

畑

信

九
月
二
二
日

中
庸
に
お
け
る
穫

愛
甲

弘

志
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九
月
二
二
日

漢
代
の
祭
把

村
田

浩

l
〇
月
二
七
日

ヂ
漕
漢

墓

簡
層
に
見
え
る
文
学
卒

史
に
つ
い
て

西
川

利
文

二

月
二
四
日

江
戸
時
代
の
女
性
稽
法

相
川
佳
予
子

一
二
月

一
日

産
経
通
論
と
新
撃
償
経
考末

岡

宏

唐
代
宗
教
の
研
究

班
長

吉
川

忠
夫

『北
山
録
』
の
合
講
は
七
月
を
も

っ
て
巻
六

｢議
異
説
｣

ま
で
謹
み
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
い
っ
た
ん
中
断
し
､
九
月
以

降
､
下
記
の
研
究
費
表
を
行

っ
た
｡

九
月

一
六
日

唐
代
律
文
献
に
見
え
る
実
僧
砧

『薩

婆
多
師
資
侍
』

船
山

徹

九
月
三
〇
日

頁
大
隈
の

『老
子
述
義
』古

勝

隆

一

『北
山
録
』
の
豆
場
と

｢南
宗
揮
｣
以

前
の
南
宗
稗
を
め
ぐ
っ
て荒

牧

典
俊

一
〇
月

一
四
日

唐
代
に
お
け
る
三
階
教
徒
-
石
刻

史
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
-

愛
宕

元

一
〇
月
二
八
日

『太
上
老
君
説
常
清
静
経
』
を
め
ぐ

る
二
三
の
問
題
-
唐
杜
光
庭
注
を

中
心
に
-

奔
谷

邦
夫

二

月

一
一
日

敦
燥

『劉
家
太
子
侍
』
と
賓
頭
虞

･

禰
勘
信
仰

金

文
京

唐
代
巴
萄
に
お
け
る
係
数
と
道
教

吉
川

忠
夫

二

月
二
五
目

白
履
忠

(渠
丘
子
)
の

『葺
庭
経
』

解
樺
を
め
ぐ
っ
て

垣
内

智
之

二
一月

九
日

十
王
経
と
死
者
の
祭
杷

小
南

一
郎

周
氏
冥
通
記
研
究

班
長

変
谷

邦
夫

本
研
究
班
は
､
吉
川
忠
夫
教
授
を
班
長
と
す
る

｢六
朝

道
教
の
研
究
｣
研
究
班
に
よ
る

『虞
詰
』
諸
法
作
業
の
終

了
を
承
け
､
同
じ
-
梁
陶
弘
景
の
編
纂
に
な
る

『周
氏
冥

連
記
』
四
巻
の
謬
注
作
成
を
主
目
的
と
し
て
､

一
九
九
八

年
度
よ
り
二
年
間
の
確
定
で
活
動
を
開
始
し
た
｡
本
書
の

評
注
作
成
作
業
を
通
じ
て
､
六
朝
時
期
の
茅
山
に
お
け
る

上
清
蔽
道
教
の
動
き
や
そ
の
思
想
信
仰
の
特
質
が
よ
り

明
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡
本
年
度
は
第

一
巻
を

責
了
し
た
｡

文
戯
と
情
報

班
長

勝
村

哲
也

研
究
方
法
と
状
況
は
昨
年
と
襲
り
が
な
い
.
た
だ
書
庫

の
改
修
工
事
が
終
了
し
た
の
で
'
文
献
研
究
を
再
開
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
｡
建
仁
寺
雨
足
院
の
調
査
は
尾
崎
'
牧

野
が
据
苦
し
ほ
ぼ
収
束
し
た
｡
琉
球
の
調
査
と
併
せ
て
'

一
部
の
妻
像
の
C
D
-
R
O
M
版
に
よ
る
公
開
を
裸
足
し

て
い
る
｡
封
馬

は
勝
村
が
纏
漬
し
て
調
査
を
進
め
て
い

る
｡
情
報
班
は
､
十

一
月

一
四
､

一
五
両
日
､
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
よ
り
ル
イ
ス
･
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
教
授
と
ハ
ウ
ェ
イ

･
ラ
ン
氏
'
墓
漕
'
中
央
研
究
院

よ
り
謝
清
俊
､
国
立
政
治
大
学
よ
り
謝
滅
春
の
両
教
授
'

韓
園
よ
り
､
ソ
ウ
ル
大
学
の
宋
基
中
､
民
族
大
学
の
金
興

圭
'
東
園
大
学
の
リ
ー
･
ヨ
ン
ク
ウ
教
授
の
参
加
を
得
､

東
洋
大
学
チ
ャ
ー
ル
ス
･
ミ

ュ
ラ
ー
教
授
を
座
長
と
し

て
研
究
合
を
も
っ
た
.
こ
こ
で
は
漢
字
文
献
の
国
際
的
利

用
'
情
報
の
収
集
及
び
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
連
す

る
問
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
O
丹
羽
､
桶
谷
等
が
報
告

し
た
｡
文
戯
班
に
お
け
る
研
究
報
告
は
次
の
通
り
で
あ

る
｡

二
月

二
二
日

ロ
シ
ア
の
漢
学
と

ロ
シ
ア
所
蔵
の

中
国
古
籍

B

･
リ
フ
チ
ン

五
月
二
二
日

積
砂
戒
経
に
つ
い
て

李

際
寧

六
月

五
日

六
月

一
九
日

七
月

三
日

一
〇
月

九
日

一
〇
月
二
三
日

一
一
月

六
日

一
一
月
二
〇
日

一
二
月

二

日

従
近
年
新
蓉
現
的
出
土
文
献
重
新

認
識
中
国
思
想
史

葛

兆
光

近
代
中
国
に
お
け
る
書
物
の
侍
播

金

文
京

近
世
日
本
に
お
け
る
嘗
書
と
文
学

編
田

安
典

元
朝
の
科
挙
資
料
に
つ
い
て

森
田

憲
司

歯
苔
紙
背
書
入
れ

『文
集
』
に
つ
い

て
-

『管
見
記
』
と

『秘
府
略
』
を

繰

っ
て

紳
鷹

徳
治

貢
大
隈

『老
子
述
義
』
の
侠
文

盲
勝

隆

一

中
国
に
お
け
る
最
近
の
元
史
研
究

陳

高
華

李
商
陰
研
究
紹
介

董

乃
斌

蓮
境
出
土
木
簡
の
研
究

班
長

冒
田谷

至

三
年
計
割
の
第
三
年
次
に
嘗
た
る
今
年
度
は
､
昨
年
度

に
引
き
績
き

『敦
蛙
漢
簡
』
の
合
議
を
行
う
と
同
時
に
､

合
責
の
成
果
を
踏
ま
え
た
班
員
各
位
の
研
究
費
表
を
行

い
'
相
互
に
批
判

･
検
討
す
る
中
で
簡
腰
資
料
に
封
す
る

文
書
撃
的

･
歴
史
学
的
な
理
解
を
深
め
あ
っ
た
｡
ま
た
二
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月
二

〇
日
に
は
中
央
大
学
の
池
田
雄

一
教
授
を
お
招
き

し
､

｢木
竹
筒

･
吊
書
を
利
用
し
た
小
文
を
め
ぐ

っ
て
｣

と
題
す
る
講
演
を
伺

っ
た
｡

な
お
'
班
員
各
位
に
よ
る
研
究
零
表
の
題
目
は
下
記
の

と
お
り
で
あ
る
｡

五
月

八
日

敦
蛙
馬
圏
滞
出
土

｢
雲
中
郡
雲
中
城

下
里
王
純
｣
坐
名
籍
を
め
ぐ

っ
て

鷹
取

祐
司

六
月

五
日

漢
代
敦
煙
戦
線

の
展
開
と
穀
物
管

理

官
宅

潔

七
月

1
0
日

節
気
に
よ
る
暦
語
の
復
元吉

村

昌
之

一
〇
月

九
日

『暦
事
明
原
』
に
つ
い
て大

川

俊
隆

一
一
月

一
三
日

通
境
出
土
簡
儲
研
究

の
方
法
論
的

省
察
-
馬
圏
漕
出
土
筋
層

の
性
格

を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
-藤

田

高
夫

一
二
月

四
日

馬
圏
滑
遺
虻

の
性
格
を
め
ぐ

っ
て

ー
特
に
魔
敦
を
中
心
に
-佐

藤

達
郎

中
国
共
産
主
義
と
日
本

-
思
想

･
運
動

･
識
字
-

班
長

狭
間

直
樹

現
在
の
中
国
が
中
国
共
産
薫
の
支
配
す
る

｢共
産
主

義
｣
の
国
家
と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国
で
あ
る
こ
と

は
'
明
白
な
事
賓
で
あ
る
｡
中
国
近
代
史
の

一
つ
の
締
結

と
し
て
こ
の
中
華
人
民
共
和
国
の
誕
生

に
い
た
る
経
過

を
振
り
返
る
に
は
'
二
十
世
紀
に
お
い
て
猪
特
の
歴
史
現

象
と
し
て
出
現
し
た
世
界

の
共
産
主
義
と
の
関
連
で
と

ら
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
､
そ

の
さ
い
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

(朝
鮮
を
含
め
)
と
の

密
接
な
か
か
わ
り
の
探
求
が
と
り
わ
け
必
要
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
'
中
国
共
産
主
義
の
あ
り
よ
う
を

日
本
と
の
関
連
に
お
い
て
､
思
想

･
運
動

･
戦
争
の
諸
側

面
か
ら
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

一
月
二
三
日

戦
後
東
北
接
収
を
め
ぐ
る

｢
局
地
的

冷
戦
｣
化

へ
の
傾
斜

そ
の

一

｢熊
式
輝
日
記
｣
か
ら
み
た

一
九
四

五
年
国
民
政
府
東
北
接
収
の
挫
折

西
村

茂
雄

二
月

六
日

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
-
ズ
ム
と
日
本

の

工
業
化

森

時
彦

二
月
二

〇
日

中
国
共
産
薫

に
お
け
る
朝
鮮
人
薫

貞

水
野

直
樹

四
月

一
七
日

田
中
義

1
-

蒋
介
石
合
談
に
つ
い

て

狭
間

直
樹

五
月

1
日

毛
帯
東
に
お
け
る
新
聞
と
壁
報

高
嶋

航

五
月
二
九
日

国
共
合
作

の
終
蔦
と

コ
ミ
ン
テ
ル

ン
第
八
回
執
行
委
員
合
練
合
-
そ

の
中
国
代
表

｢
チ

ュ
グ
ー
ノ
フ
｣
を

中
心
に

石
川

頑
浩

六
月

l
二
日

中
国
共
産
薫
在
革
命
時
期
三
次
左

傾
錯
誤
的
比
較
研
究

金

沖
及

六
月
二
六
日

日
本
か
ら
見
た
中
国
近
代
教
育

中
島

勝
住

10
月

二
日

l
九
四
五
年

｢
歴
史
決
議
｣
の
成
豆

過
程

緒
形

康

一
〇
月

一
六
日

江
精
衛
南
京
政
府
の
清
郷
工
作

柴
田

哲
雄

一〇
月
三

〇
日

中

国
共

産
薫

と

日
本
帝

国
主
義

-
三
〇
年
代
満
洲
省
委

の
活
動
を

中
心

に

江
田

憲
治

二

月

1
三
日

虚
無
薫
小
説
の
展
開

山
田

敬
三

一
一
月
二
七
日

戴
季
陶
の
日
本
観
に
つ
い
て

久
保

純
太
郎

一
二
月

一
一
日

強
情
期
上
海
の
文
聾
活
動溝

田

麻
矢

な
お
'
六
月

1
二
日
の
午
前
に
'
中
国
社
合
科
学
院
近

代
史
研
究
所
研
究
員
唐
賓
林
先
生
の

｢陳
狗
秀
在
中
圃
近

代
史
上
的
作
用
和
地
位
｣
報
告
討
論
合
を
も

っ
た
｡

中
国
近
代
の
都
市
と
農
村

班
長

森

時
彦

都
市
と
農
村
の
関
係
を
主
軸

に
ロ
ン
グ

ス
パ
ン
で
中

国
近
代
史
を
縦
断
的
に
と
ら
え
な
お
し
､
前
近
代
か
ら
現

代
に
か
け
て
の
中
国
の
敢
合
壁
動
を
巨
親
的

に
分
析
す

る
蔵
座

の
形
成
を
目
指
し
て

一
九
九
三
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
本
研
究
班
は
'
本
年
三
月
を
も

っ
て
終
了
し
た
｡
こ

の
五
年

の
閲
に
行
わ
れ
た
報
告
は
七
〇
以
上

の
多
く
を

数
え
る
｡
今
年
度
は
報
告
論
文
集
に
掲

載
裸
足
の
論
文
草

稿
を
班
員
全
員

で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
要
し
た
｡
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
十
五
篇
ほ
ど
の

論
文
集
と
し
て
公
刊

の
橡
定
で
あ
る
｡

1
月

一
六
日

近
代
虞
東
東
部
地
区
キ
-
ス
ト
教

史

滞

豊
彦

一
月
三

〇
日

貴
州
省
安
順
地
区

に
お
け
る
農
村
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文
化
と
都
市

金

文
京

二
月

一
三
日

近
代
江
南
に
お
け
る
在
来
綿
業

弁
約

才

一

二
月
二
七
日

請
け
負
い
制
度
か
ら
み
た
官
府
と

納
税
戸

岩
井

茂
樹

中
国
近
代
化
の
動
態
構
造

班
長

森

時
彦

近
代
に
お
け
る
中
国
文
明
と
西
洋
文
明
の
接
解
が
中

国
の
社
台
構
造
に
い
か
な
る
愛
動
を
も
た
ら
し
た
か
と

い
う
問
題
を
､
政
治

･
経
済

･
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
分
野
か
ら
多
角
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
'
こ
の
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
課
題
で
あ
る
｡
そ
の
際
､
従
来
は
と
も
す
れ

ば
西
洋
近
代
が
中
国
の
侍
統
社
台
に
あ
た
え
た
衝
撃
を

l
方
向
的
に
分
析
す
る
傾
向
が
多
-
み
ら
れ
た
が
､
こ
の

共
同
研
究

で
は
む
し
ろ
中
国
在
来
の
社
台
構
造
が
西
洋

文
明
の
受
容
に
あ
た

っ
て
ど
の
よ
う
に
規
定
要
因
と
し

て
作
用
し
た
か
'
そ
し
て
そ
れ
が
中
国
の
近
代
化
に
お
い

て
い
か
に
機
能
し
た
か
と
い
う
側
面
に
も
注
意
を
は
ら

い
な
が
ら
隻
方
向
の
分
析
を
す
す
め
る
｡
現
在
の
見
通
し

で
は
､

一
九
二
〇
年
代
を
は
さ
む
時
期
の
長
江
デ
ル
タ
と

珠
江
デ
ル
タ
に

問
題
の
核
心
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

四
月
二
四
日

研
究
課
題
を
め
ぐ
る

一
つ
の
構
想

森

時
彦

魚
鱗
筋
を
め
ぐ
る
虚
構
と
現
賓

高
嶋

航

五
月

八
日

中
国
共
産
薫

の
農
民
運
動
政
策
と

コ
ミ
ン
テ
ル
ン

石
川

頑
浩

五
月
二
二
日

中
国
近
代

に
お
け
る
郷
村
思
想

の

展
開

森

紀
子

六
月

五
日

集
圏
化
前
華
北
農
民
の
生
活
空
間

小
島

泰
雄

六
月

一
九
日

都
市
型
特
務

(C
･
C
系
)
の
動
向

と
歴
史
的
位
置

菊
地

一
隆

七
月

三
日

一
九
四
四
年
大
後
方
人
心
的
巨
奨

金

沖
及

九
月
二
五
日

機
械
製
洋
式
貨
物

の
産
金
免
除
と

そ
の
封
象
製
品
の
凍
大

林
原

文
子

1
0
月

九
日

珠
江
デ
ル
タ
の
農
村
敢
合
と
市
鏡

片
山

剛

一
〇
月
二
三
日

一
九
三

〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
初

頭

の
東

南
ア
ジ

ア
華
僑

通
商
綱
と

日
本

龍
谷

直
人

一
一
月

六
日

村
民
自
治
-
蒋
換
期

に
お
け
る
中

国
国
家

･
農
民
関
係
の
再
編

張

玉
林

一
一
月
二

〇
日

従
官
商
到
吏
士
-

一
九
世
紀
天
賓

行
的
演
壁

責

啓
臣

民
囲
初
期
の
家
庭
像
の
模
索

西
川

晃
子

一
二
月

四
日

近
代
中
国
の
学
校
生
活

中
島

勝
住

北
朝
後
牛
期
係
数
思
想
史
研
究

班
長

荒
牧

典
俊

五
年
の
計
量
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
研
究
班
は
､

一
九
九

九
年
三
月
を
以
て
終
了
す
る
｡
北
朝
後
半
期
係
数
思
想
史

の
薫
物
資
料
で
あ
る
敦
燈
需
本
を
解
讃
し
校
定
L
t
そ
れ

ら
を
中
心
に
す
え
て
､
い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
､
こ
の
時
期
の
係
数
思
想
史
の
根
幹
の
動
き

を
解
明
し
､
以
て
情
唐
の
滞
思
想
史
の
起
源

･
展
開

へ
と

つ
な
げ
て
い
-
'
と
い
う
嘗
初
の
目
的
は
､
か
ろ
う
じ
て

達
成
し
た
の
で
は
な
い
か
､
と
考
え
る
｡
し
か
し
反
省
す

べ
き
鮎
も
､
多
い
.
敦
蛙
宮
本
を
解
読
し
校
定
す
る
と
い

う
仕
事
が
､
意
外
に
大
撃
で
'
そ
れ
だ
け
に
時
間
を
と
ら

れ
'
そ
れ
ら
に
文
献
学
的

･
思
想
史
的
な
注
樺
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

(罵
本
校
定
の
仕
事
を
､
あ
ら
か

じ
め
す
ま
せ
て
お
い
て
'
共
同
研
究
を
は
じ
め
た
方
が
よ

か

っ
た
)
｡
こ
の
時
期
の
儒
教
思
想
史
の
根
幹
の
動
き
が

解
明
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
､
本
研
究
班
を
構
想
し
た

の
で
あ
る
が
'
そ
し
て
か
ろ
う
じ
て
解
明
し
得
た
の
で
は

な
い
か
t
と
考
え
る
が
'
そ
の
よ
う
な
併
教
思
想
史
の
根

幹
の
動
き
を
ふ
ま
え
て
､

儒
教
､

道
教
､
美
術
史
'

華

厳

･
天
童

･
樺
思
想
な
ど
を
御
専
門
の
班
員
の
方
々
と
'

共
同
研
究
す
る
と
い
う

｢共
同
｣
の
賓
に
は
及
び
難
か

っ

た

(あ
ら
か
じ
め
係
数
田
心想
史
の
根
幹
の
動
き
を
解
明
し

て
お
い
て
､
そ
れ
を
共
有
財
産
と
し
て
出
費
し
た
方
が
よ

か

っ
た
)
等
々
｡
し
か
し
､
と
も
か
-
多
様
な
専
門
の
班

員
十
五
名
の
方
々
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
て
成
果
報
告

書

『
枇
醐
中
国
儒
教
思
想
史
』
を
刊
行
す
べ
-
､
文
部
省

の

｢研
究
成
果
公
開
促
進
費
｣
を
申
請
し
'

一
九
九
九
年

度
内
に
は
出
版
す
る
橡
定
で
あ
る
｡

最
終
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
､
成
果
報
告
書
に
執
筆
濠

定
論
文
の
濠
備
聾
表
を
中
心
に
共
同
研
究
合
を
運
営
し

た
｡

l
月
二
三
目

地
論
宗

と
南

朝
教

学
-
数
列
と
行

位
に
つ
い
て

船
山

徹

東
魂
北
賓
の

石窟
寺

院
相
本

泰
生

二
月

六
日

｢随
線
｣
の
思
想

石
井

公
成
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五
月

一
五
日

地
論
宗
の
縁
起
説

青
木

隆

善
導
に
お
け
る
真
如

･
法
性

宮
井

里
佳

五
月
二
九
日

吉
技
上
鰐

横
手

裕

天
童
智
頚
と
地
論
教
学

木
村

宣
彰

六
月

l
二
日

謝
要
道
と
維
摩
経
-
猛
頴
と
の
確

執
封
豆
の
背
景

鵜
飼

光
昌

唐
代
老
子
注
樺
撃
と
係
数変

谷

邦
夫

六
月
二
六
日

法
性
園
融
宗
の
成
豆
に
つ
い
て

上
山

大
峻

六
朝
末
階
層
初
の
儒
林
と
俳
教

吉
川

忠
夫

一
〇
月

二
日

成
賓
論
に
お
け
る
有
部
批
判
の
論

鮎

宮
下

晴
輝

成
害
論
と
大
衆
部
系
学
説稲

田

琢

な
お
､
以
後
の
研
究
合
は
'

一
〇
月

一
六
日
よ
り

一
月

二
六
日
に
至
る
ま
で
六
回
に
わ
た

っ
て
'
荒
牧
が

｢北
朝

乃
至
隔
唐
係
数
思
想
史
序
説
｣
の
後
備
蓉
表
を
か
ね
て
報

告
し
'
そ
れ
を
中
心
に
共
同
研
究
を
線
括
す
る
こ
と
を
試

み
た
｡

一
九
九
九
年
二
月
五
日
以
後
の
研
究
合
は
､
客
員

研
究
員
と
し
て
来
日
い
た
だ
い
た

ハ
ン
ブ

ル
ク
大
草

L
a
m
b
e
rt
S
ch
m
ith
a
u
sen
教
授
を
中
心
に

『榎
伽
経
』

の
選
讃
合
に
あ
て
る
裸
足
であ
る
｡

日

･
中

･
朝
間
の
相
互
認
識
と
誤
解
の
表
象

班
長

1

･
フ
ォ
ー
ゲ
ル

山
室

信

一

日
本

･
中
国

･
朝
鮮
の
三
国
間
に
は
隣
接
し
た
政
治

社
食
と
し
て
相
互
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
認
識
上
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
'
そ
れ
が
時
に
政
治
的
封
豆
そ
の
も

の
の
要
因
と
さ
え
な

っ
て
き
た
｡
も
ち
ろ
ん
､
そ
の
背
景

に
は
様
々
な
事
情
が
あ
り
'
こ
れ
を
解
滑
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
｡
そ
う
し
た
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
や
誤
解
が
'
い

か
に
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
､
い
か
に
反
復

･
侍
承
さ
れ
て

き
た
か
､
を
洗
い
出
し
､
そ
の
克
服
の
方
途
を
探
る
こ
と

は
今
日
い
っ
そ
う
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
｡
本
研
究
で

は
自
民
族
中
心
主
義
そ
の
も
の
を
前
提
と
し

つ
つ
'
新
た

な
民
族
閲
の
相
互
認
識
を
い
か
に
し
て
創
出
し
う
る
か

と
い
う
問
題
意
識
に
亘

っ
て
試
行
的
議
論
を
重
ね
て
き

た
｡
し
か
し
な
が
ら
問
題
の
性
格
上
､
研
究
班
内
で
の
議

論
を
､
嘗
該
地
域
や
異
な

っ
た
地
域
に
住
む
研
究
者
の
見

解
と

つ
き
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
が
不
可
鉄
で
あ
る
こ
と

は
研
究
合
饗
足
時
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
'
囲
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
を
前
提
と
す
る
試
行
的
共
同
研
究
と
し

て
運
営
さ
れ
た
鮎
に
'
こ
の
共
同
研
究
の
特
色
が
あ

っ

た
｡
そ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
'
八
ケ
囲
四
〇
名
の
研

究
者
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
｡
そ
の
後
､
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
け
る
討
議

の
取
り
ま
と
め
の
作
業
を
各

セ

ッ

シ
ョ
ン
の
司
合
着
に
進
め
て
も
ら
い
､
討
議
集
を
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
資
料
叢
刊

･
第

1
親
と

し
て
刊
行
す
る
準
備
を
行
な

っ
た
｡

帝
国
の
研
究

班
長

山
本

有
造

冷
戦
の
終
了
､
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
と
も
に
､
諸
民
族

･

諸
地
域
の
閲
に
遠
心
力
が
強
ま
り
'
民
族
と
は
何
か
､
国

家
と
は
何
か
が
い
ま
新
た
に
問
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
｡

｢民
族
自
決
に
立
脚
し
た
国
民
国
家
｣
と
い
う
近
代
的
理

念
の
安
富
性
が
再
検
討
さ
れ
る
な
か
で
'

｢帝
国
｣

と
い

う
国
家
統
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
､
改
め
て
科
学
的
分

析
が
要
求
さ
れ

つ
つ
あ
る
｡

わ
れ
わ
れ
の
共
同
研
究
合
に
お
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
の

｢
マ
ル
ク
ス
主
義
的
経
済
帝
国
主
義
｣
論
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
'
世
界
史
的
か

つ
長
期
的
な
比
較
の
豆
場
に

亘

っ
て
､

｢帝
国
｣

の
原
理
と
類
型
を
整
理

･
検
討
し
よ

う
と
す
る
｡

研
究
合
は
原
則
と
し
て
隔
週
月
曜
日
に
開
催
し
'
平
均

二
つ
の
報
告
と
討
論
を
行

っ
て
い
る
｡
な
お
､
と
り
あ
え

ず
は
二
年
間
を
も

っ
て
研
究
合
を
終
了
し
､
研
究
報
告
を

利
行
す
る
裸
足
で
あ
る
｡

言
語
力
の
諸
相
に
つ
い
て
の
試
行
的
研
究

班
長

横
山

俊
夫

自
然
や
社
台
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
､
言
語
が
力
を

持

つ
と
は
'
ど
う
い
う
こ
と
か
｡
お
も
に
'
日
本
や
中
国

の
話
し
言
葉
や
書
き
言
葉
の
事
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
'

こ
の
課
題
の
検
討
を
試
み
､
練
合
研
究
の
可
能
性
を
探

っ

て
み
た
｡

一
年
限
り
の
後
備
研
究
な
が
ら
'
学
内
教
育
改

善
推
進
費
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

｢新
覆
見
事
物

へ
の
名
づ
け

を
め
ぐ
る
学
内
共
同
の
こ
こ
ろ
み
｣
(事
務
局
首
研
究
所
)

と
も
連
椿
を
は
か
り
'
現
代
自
然
科
学
の
専
門
語
の
流
通

力
の
狭
さ
と
い
う
問
題
に
も
視
野
を
ひ
ろ
げ
た
｡

日
本
の
植
民
地
支
配
-
朝
鮮
と
童
漕
-班

長

水
野

直
樹

日
本
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
に
関
し
て
は
､
近
年
相
富

の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
植
民
地

支
配
の
全
髄
像
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
'
解
明
す
べ
き
問

題
が
数
多
く
残

っ
て
い
る
｡
特
に
､
同
じ
日
本
の
支
配
を
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受
け
て
い
た
朝
鮮
と
墓
漕
と
で
は
共
通
粘
と
と
も
に
異

な
る
鮎
も
多
い
が
､
具
髄
的
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

り
'
そ
れ
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
'
に
つ
い
て
充
分
検
討
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
｡
本
研
究
に
お
い
て
は
'
植
民
地
支
配

に
お
け
る
朝
鮮
と
義
博
と
の
比
較
に
重
鮎
を
置
-
こ
と

と
し
て
い
る
｡
ま
た
'
植
民
地
政
策
を
日
本
の
政
治

･
経

済

･
社
台
な
ど
と
の
関
係
で
と
ら
え
る
こ
と
に
も
注
意

を
嫌
う
こ
と
と
す
る
｡
支
配
政
策
の
決
定

･
遂
行
の
問
題

は
'
被
支
配
側
の
諸
要
因
を
検
討
す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
､
支
配
の
側
の
諸
要
因
を
も
考
慮
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
｡
以
上
の
趣
旨
か
ら
'
本
研
究
は
日
本
史

･

朝
鮮
史

･
毒
滞
史
の
研
究
者
の
共
同
研
究
と
し
て
進
め

る
こ
と
と
す
る
｡
毎
回
'
研
究
報
告
と
と
も
に
'
資
料
紹

介

･
書
評

･
研
究
動
向
な
ど
を
内
答
と
す
る
副
報
告
を

行
な

っ
て
､
資
料

･
研
究
状
況
に
つ
い
て
の
共
通
の
認
識

を
深
め
る
形
式
を
と
る
｡

明
治
維
新
期
の
証
書
と
情
報

班
長

佐
々
木

克

明
治
維
新
期
は
､
お
お
ま
か
に
幕
末
の
蓄
膿
制
崩
壊
期

と
､
明
治
の
新
隣
家
建
設
期
と
に
二
分
で
き
る
.
し
か
し

何
れ
に
し
ろ
､
埜
革
期
で
あ
り
動
乱
期
で
あ
る
｡
権
力
は

動
揺
L
t
社
台
は
流
動
化
し
人
が
激
し
-
動
き
､
そ
し
て

噂

･
流
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
か
う
｡
そ
こ

で
'
権
力
も
組
織
も
人
も
'
情
報
を
求
め
､
必
要
と
L
t

か
つ
自
ら
も
饗
信
し
て
ゆ
-
｡
幕
府
や
藩
嘗
局
は
'
そ
れ

ぞ
れ
海
自
の
情
報
蒐
集
シ
ス
テ
ム
を
持

っ
て
い
た
｡
し
か

し
樽
銃
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
､
新
た
な
状
況
に
封
魔
出

来
な
く
な
る
｡
ま
た
幕
府
は
政
治
や
外
交
に
関
し
て
は
､

情
報
統
制
を
基
本
と
し
て
き
た
が
'
そ
れ
が
崩
れ
て
行

く
｡
そ
う
し
た
な
か
で
'
知
識
人
や
在
村
の
エ
リ
ー
ト
蓮

が
'
猪
白
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
､
情
報
の
蒐
集

･

饗
信
主
髄
と
し
て
登
場
し
､
権
力
の
側
は
､
彼
ら
の
存
在

を
無
税
で
き
な
-
な
る
｡
こ
う
し
た
状
況
は
基
本
的
に

は
'
明
治
期
に
引
き
継
が
れ
る
が
'
新
た
な
問
題
も
登
場

す
る
｡
そ
れ
は
明
治
政
府
が
'
権
力
が
内
包
す
る
根
源
的

病
と
し
て
'
情
報
を
秘
匿

･
憶
匿
し
よ
う
と
す
る
基
本
的

性
格
を
維
持
し
な
が
ら
'

一
方
で
､
政
府
は
民
衆
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
'
如
何
に
早
-
か
つ
虞
-
侍

連

･
徹
底
さ
せ
る
か
､
す
な
わ
ち
情
報
公
開
と
い
う
重
要

な
課
題
に
直
面
す
る
の
で
あ
り
'
こ
う
し
た
状
況
の
な
か

で
'
民
衆
自
髄
も
'
新
た
な
課
題
に
就
-
こ
と
を
迫
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
､
以
上
の
よ
う
な
責
態
を
ふ
ま

え
て
'
明
治
維
新
と
い
う
壁
革
期
に
お
け
る

(情
報
)
に

か
か
わ
る
諸
問
題
を
'
総
合
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
と
意

囲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
蛮
術
の
研
究

班
長

宇
佐
美

哲

一
九
九
七
年
か
ら
二

〇
〇
一
年
に
い
た
る
四
年
間
の

濠
定
で
零
足
し
た
共
同
研
究
班
で
あ
る
O

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
要
衝
概
念
と
表
現
理
論
と

を
大

き
-
韓
換
さ
せ
た
'
い
わ
ゆ
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

聾
術
を
今
日
的
な
視
軸
か
ら
総
合
的
に
再
検
討
す
る
こ

と
を
主
眼
と
す
る
｡
そ
の
場
合
'
文
学

･
美
術

･
音
楽

･

演
劇

･
映
妻
な
ど
諸
ジ
ャ
ン
ル
相
互
間
の
関
わ
り
'
科
学

技
術
の
進
展
'
ま
た
政
治
や
敢
合
の
埜
動
が
及
ぼ
し
た
影

響
､
そ
し
て
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
ど
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
'
同
時

に
こ
の
運
動
に
お
い
て
は
世
界
的
な
並
行
現
象
な
い
し

は
波
及
効
果
が
見
ら
れ
る
鮎
を
充
分
に
考
慮
し
て
､
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
を
視
野
に
収
め
る
の
で
は
な
-
'
日

本

･
中
国

･
ロ
シ
ア
･
ア
メ
-
カ

･
そ
の
他
の
諸
国
と

の
比
較
封
照
の
頼
鮎
を
も
重
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
｡
な
お
時
代
匿
分
と
し
て
は
､
二
〇
世
紀
初
頭
か

ら
三
〇
年
代
ま
で
を
取
り
扱
う
｡
研
究
合

は
原
則
と
し
て

隔
週

に
開
催
し
､
口
頭
番
表
と
討
議
と
を
重
ね
た
う
え

で
､
最
終
年
度
に
は
論
文
執
筆
'
報
告
書
の
刊
行
を
濠
定

し
て
い
る
｡

主
健

･
自
己

･
情
動
構
築
の
文
化
的
特
質

班
長

田
中

雅

一

今
年
は
研
究
合
も
最
終
年
度
に
あ
た
り
､
研
究
成
果
の

出
版
に
向
け
て
舎
合
を
開
い
た
｡

植
民
地
主
義
と
人
類
撃

班
長

山
路

勝
彦

人
類
学
と
そ
の
周
遠
諸
科
学
の
聾
展
は
'
西
欧
に
よ
る

非
西
欧
地
域

へ
の
政
治

･
経
済
的
進
出
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
｡
し
か
し
'
そ
れ
は
単
純
に
人
類
学
が
植
民

地
支
配
の
道
具
で
あ
っ
た
､
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
｡
ま
た
日
本
と
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
'
植
民
地
支
配
も
多
-
の
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
｡
こ
う
し
た
問
い
か
け
に
答
え
る
た
め
に
嘗
研
究
合
が

組
織
さ
れ
た
｡
二
年
目
は

一
回
に
二
名
の
報
告
と
い
う
形

で
各
自
の
問
題
意
識
を
語
る
こ
と
で
'
情
報
と
問
題
群
の

共
有
に
努
め
た
｡

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
杜
含
史

班
長

前
川

和
也

一
九
九
五
年
に
蓉
足
し
た
こ
の
研
究
班
は
'
工
業
化
が

本
格
的
に
進
行
す
る
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
'
東
ア
ジ
ア
'

西
ア
ジ
ア
で
の
社
食
的

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
議
論

し
て
き
た
｡
文
字
記
録
'
手
紙
や
新
聞
､
複
製
あ
る
い
は

印
刷
と
い
っ
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
問
題
､
国
家
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あ
る
い
は
帝
国
の
内
外
を
む
す
ぶ
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
'

情
報
と
公
権
力
､

｢公
共
空
間
｣

な
ど
が
討
論
の
封
象
で

あ

っ
た
｡

1
九
九
八
年

一
月
に
お
け
る
二
報
告
に
よ
っ
て

研
究
班
は

一
鷹
解
散
し
た
｡
現
在
､
報
告
書
の
た
め
の
原

稿
を
準
備
し
て
い
る
｡

空
間
と
移
動
の
杜
舎
史

班
長

前
川

和
也

こ
の
研
究
班
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
'
東
ア
ジ
ア
'
西
ア
ジ
ア

に
お
け
る
前
工
業
化
諸
社
合
で
の
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動
'

情
報
あ
る
い
は
制
度
の
移
蒋
'
侍
達
､
そ
し
て
そ
の
よ
う

な
移
動
や
侍
達
を
可
能
に
し
た
ト
ポ
ス
を
包
括
的
に
議

論
す
る
｡
近
代
以
前
の
歴
史
を
あ

つ
か
う
研
究
者
は
'
と

も
す
れ
ば
､
封
象
と
し
て
い
る
地
域
社
台
の
自
生
的
､
自

律
的
な
諸
側
面
を
強
調
し
て
き
た
け
れ
ど
も
､
こ
の
研
究

班
で
は
､
敢
合
境
界
を
こ
え
て
い
っ
た
要
素
'
ま
た
境
界

の
な
か
へ
は
い
り
こ
ん
で
き
た
力
を
､
で
き
う
る
か
ぎ
り

強
調
し
た
い
｡
も

っ
と
も
閉
鎖
的
な
社
合
で
さ
え
も
､

人
々
は
外
部
世
界
に

つ
い
て
の
な
ん
ら
か
の
認
識
を

も

っ
て
い
た
｡
そ
の
認
識
が
､
結
局
は
配
合
の
閉
鎖
性
を

つ
き
-
ず
す
思
想
に
結
害
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
｡
と
り
あ
え
ず
初
年
度

(
一
九
九
八
年
度
)
は
､
旅
行

記
や
地
圏
に
み
ら
れ
る
他
者
認
識
､
空
間
認
識
'
ま
た
虞

域
世
界

(た
と
え
ば
帝
国
)
に
お
け
る
ヒ
ト
､
モ
ノ
､
情

報
の
移
動
､
侍
達
の
シ
ス
テ
ム
､
国
民
団
家
と
人
間
の
移

住
'
移
民
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
｡

テ
ク
ス
ト
の
政
治
畢
-
危
機
の
時
代
に
お
け
る
理
論
と

批
評

班
長

上
野

成
利

二

〇
世
紀
の
前
半
期
は
､
近
代
的
な
人
間
諸
科
学
の

｢危
機

｣
が
表
面
化
L
t

そ
の
克
服
を
め
ぐ
る
言
説
が
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
で
浮
上
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ

っ
た
｡
こ

れ
ら
の
言
説
に
は
､
近
代
み
ず
か
ら
が
自
己
自
身
の
あ
り

よ
う
を
反
省
す
る
と
い
う
'
近
代
の
屈
折
し
た
自
己
意
識

の
構
造
が
､
き
わ
め
て
先
鏡
的
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
し
か
も
'
そ
う
し
た
テ
ク

ス
ト
の
自
己
関
係
的
な
構
造
を
押
し
破
る
よ
う
に
し
て
'

｢危
機
｣
の
克
服
を
可
能
に
す
る
方
向
が
明
示
的
に
語
ら

れ
る
と
き
､
そ
こ
に
は
い
や
お
う
な
く
あ
る
種
の
ね
じ
れ

が
生
じ
'
場
合
に
よ

っ
て
は
あ
か
ら
さ
ま
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
も
な
る
｡
こ
う
し
た
テ
ク

ス
ト
の
ね
じ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
'
そ
れ
ら
の
言
説

に
刻
印
さ
れ
た
近
代
的
な
思
考
の
回
路
を
明
ら
か
に
し
､

そ
れ
が
近
代
敢
合

の
あ
り
よ
う
と
ど
の
よ
う
に
絡
み

合

っ
て
い
る
の
か
を
検
謹
す
る
こ
と
-
こ
れ
が
本
研
究

班
の
基
本
的
な
ね
ら
い
で
あ
る
｡
具
髄
的
に
は
'
哲
学
理

論
か
ら
牡
合
理
論
'
さ
ら
に
は
文
学

･
聾
術
批
評
に
い
た

る
ま
で
'
昔
時

｢危
機
｣
を
め
ぐ

っ
て
日
本
と
欧
米
で
書

か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
テ
ク
ス
ト
が
'
わ
れ
わ
れ
の

考
察
の
封
象
と
な
る
｡
初
年
度
に
あ
た
る
本
年
は
'
壬
と

し
て

一
九
三
〇
年
代
に
日
本
で
書
か
れ
た
批
評
に
重
鮎

を
置
き
な
が

ら
､
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
｡

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
成
立
過
程
の
研
究

班
長

富
永

茂
樹

こ
の
共
同
研
究
は

｢人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
｣
の

成
豆
過
程
を
詳
細
に
辿
り

つ
つ
､
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
市

民
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
研
究
の

封
象
と
な
る
テ
ク
ス
-
は
'

一
七
八
九
年
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
の
国
民
譲
合
で
の
議
論
'
ま
た
議
合
の
内
外
で

番
表
さ
れ
た
数
多
-
の
人
種
宣
言
草
案
で
あ
る
｡
昨
年
度

か
ら
正
式
に
費
足
し
た
こ
の
研
究
合
は
'
沓
足
前
に
す
で

に
非
公
式
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
き
た
讃
書
合
で
の
作

業
を
縫
績
し
て
お
り
'
さ
し
あ
た
り
主
な
草
案
を
選
定

し
､
そ
の
精
確
な
翻
葦
を
作
成
す
る
作
業
に
あ
た

っ
て
い

る
｡
作
業
の
手
順
は
､
前
も

っ
て
班
員
の

一
名
が
下
諸
を

作
成
し
､
研
究
合
で
は
別
の

一
名
が
そ
れ
を
批
判
的
に
検

討
し
て
､
班
員
全
員
で
最
終
的
な
謬
文
を
決
定
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
｡
苫
初
の
務
定
に
さ
ら
に
翻
弄
す
べ
き
テ

ク
ス
-
を
追
加
し
た
が
､
そ
の
ぶ
ん
も
ふ
-
め
て
現
在
の

と
こ
ろ
約
四
分
の
三
の
潮
等
が
完
了
し
て
い
る
｡

イ
ン
ド
文
化
史
の
諸
問
題
-
古
代
イ
ン
ド
王
権
と
そ
の

周
遇
-

班
長

井
狩

禰
介

政
治
権
力
と
宗
教
樺
威
と
の
関
係
は
､
世
界
の
各
文
明

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
海
自
の
様
相
を
も

っ
て
展
開

し
､
そ
の
文
明
の
基
本
性
格
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い

る
｡
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
こ
の
間
題
は
､
権
力
の
中
心

に
豆

つ
王
と
'
正
統
な
宗
教
儀
穫
侍
承
を
狗
占
す
る
ブ

ラ
ー
マ
ン
知
識
階
級
と
の
関
係
に
典
型
的
に
現
わ
れ
る
｡

本
研
究
で
は
､
本
来
は
狗
豆
し
た
文
献
群
と
し
て
覆
生
し

た

｢法
典
｣
と

｢王
権
政
略
論
｣
が
次
第
に
相
互
影
響
を

及
ぼ
し

つ
つ
歴
史
的
に
交
差
し
て
行
く
過
程
を
焦
鮎
に

据
え
る
新
た
な
親
角
か
ら
､
イ
ン
ド
撃
各
分
野
の
専
門
研

究
者
の
協
力
の
も
と
に
､
権
力
と
権
威
と
の
関
係
構
造
と

そ
の
歴
史
的
展
開
の
考
察
を
は
か
る
｡
叙
事
詩

『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』
の

｢
ラ
ー
ジ
ャ
ダ
ル
マ

(王
法
)
｣
章

(X
I1.

I
-
128
)
に
焦
鮎
を
あ
て
､
隔
週
に
行
わ
れ
る
研
究
合
で

は

テ

ク

ス

ト
の
合
讃
形
式
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
｡
本
年
度
に
お
い
て
主
要
部
分
の
検
討
を
終

え
'
叙
事
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
王
権
の
諸
側
面
に
つ
い
て
の

研
究
班
で
扱

っ
た
資
料
の
ま
と
め
と
研
究
報
告
論
文
集
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の
作
成
を
お
こ
な
う
預
定
で
あ
る
｡

近
代
武
舎
に
お
け
る
研
究
者
の
組
織
化
-
研
究
所

･
撃

舎

･
学
派
-

班
長

阪
上

孝

専
門
的
な
国
際
学
合
や
研
究
所
の
設
豆
は

一
九
世
紀

後
半
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
研
究
者
の

組
織
化
を
促
し
た
社
食
的
な
候
件
は
､
国
家
と
科
学
の
緊

密
な
結
び

つ
き
､

｢科
学
国
家
｣

と
も
い
う
べ
き
国
家
の

あ
り
方
が
支
配
的
に
な

っ
た
こ
と
に
あ
る
｡
科
学
に
内
在

す
る
候
件
に
つ
い
て
い
え
ば
'

一
つ
は
草
間
の
専
門
分
化

が
学
際
的
な
研
究
の
練
合
の
必
要
を
呼
び
起
こ
し
た
こ

と
､
も
う

一
つ
は
大
量
的
な
観
察
'
調
査
'
比
較
な
ど
が

科
学
研
究
の
中
心
的
な
技
法
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

い
わ
ば
､
｢知
識
の
社
台
化
｣
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
｢科

学
国
家
｣
化

(社
台
の
科
学
化
)
が
進
行
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
科
学
と
社
食
と
が
交
差
す
る
場
面

を
､
研
究
所
や
学
舎
に
つ
い
て
の
異
能
的
な
研
究
を

つ
う

じ
て
解
明
し
て
い
-
こ
と
'
こ
こ
に
本
研
究
班
の
ね
ら
い

が
あ
る
｡
四
年
閲
に
わ
た
っ
て
行
な

っ
て
き
た
本
研
究
班

も
最
終
年
度
を
終
え
'
現
在
'
報
告
書
の
刊
行
を
め
ざ
し

て
班
員
各
自
が
論
文
執
筆
を
進
め
て
い
る
｡

進
化
論
を
蔑
む

班
長

阪
上

孝

ダ
ー
ウ
ィ
ン

『種
の
起
源
』
の
刊
行
以
来
､
(進
化
論
)

は
人
文

･
社
食
科
学
の
領
域
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
輿

え
､
近
代
科
学
全
般
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
･
シ
フ
ト
を
も
た
ら

し
た
｡
そ
の
影
響
の
大
き
さ
は
､
｢生
存
闘
争
｣
や

｢適
者

生
存
｣
と
い
っ
た
用
語
の
普
及
の
う
ち
に
端
的
に
見
て
取

れ
る
だ
ろ
う
が
､
し
か
し
進
化
論
的
な
思
考
様
式
は
､
そ

う
し
た
表
層
的
な
次
元
だ
け
で
な
-
､

一
九
世
紀
後
年
以

降
の
社
台
と
学
問
の
枠
組
み
に
深
-
根
を
下
ろ
し
て
い

る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
｡

(進
化
論
)

が
さ
ま
ざ
ま
な
社

台
と
学
問
分
野
で
ど
の
よ

う
に
理
解
さ
れ
､
受
零
さ
れ
'

批
判
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
'
近

現
代
の
知
識
と
社
食
の
あ
り
か
た
は
'
そ
の
問
題
性
も
ふ

-
め
て
明
ら
か
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
｡
こ
う
し
て
本
研

究
班
で
は
'

｢進
化
論
と
社
合
｣
を
主
題
と
す
る
本
格
的

な
共
同
研
究
の
準
備
段
階
と
し
て
'
ま
ず
は

｢進
化
論
を

讃
む
｣
こ
と
に
垂
鮎
を
お
-
こ
と
に
し
た
｡
現
在
､
基
本

的
な
テ
ク
ス
ト
を
讃
み
進
め
な
が
ら
､

(進
化
論
)

の
問

題
構
制
を
め
ぐ

っ
て
討
議
を
重
ね
て
い
る
｡

清
代
の
文
化
と
社
食

古
代
中
国
の
考
古
学
研
究

中
国
科
学
の
基
礎
理
論

近
世
中
国
の
財
政
と
社
台

金

文
京

井
波

陵

一

岡
村

秀
典

武
田

時
昌

岩
井

茂
樹

イ
ン
ド

･
中
国
に
お
け
る
唯
識
係
数
の
基
盤
と
背
景

個

人

研

究

東
方
部

六
朝
障
唐
精
神
史

中
国
近
代
社
台
思
想
研
究

吉
川

忠
夫

狭
間

直
樹

明
清
時
代
の
官
僚
制
度

中
国
中
世
学
術
史
の
研
究

中
国
小
学
史

中
国
係
数
美
術
の
研
究

前
近
代
朝
鮮
の
政
治
制
度
と
社
台
制
度

海
蔽
小
説
研
究

ム
ガ
ル
朝
時
代
の
歴
史
叙
述
の
研
究

中
国
近
代
の
社
食

･
文
化
構
造

船
山

谷
井

木
島

森
賀

相
本

矢
木

溝
田

虞
下

高
嶋

徹
陽
子

史
雄

一
恵

泰
生毅

滅
失

裕
之航

南
ア
ジ
ア
亜
大
陸
北
西
地
方
の
歴
史
考
古
学
研
究

桑
山

正
進

中
国
古
代
の
侍
承
文
化
研
究

小
南

一
郎

原
始
係
数
起
源
論

荒
牧

典
俊

中
鱗
美
術
の
様
式
と
意
味

曾
布
川

寛

中
国
階
唐
期
に
お
け
る
疾
病
認
識
-

『諸
病
原
候
論
』

を
軸
に
-

東
郷

俊
宏

観
音
南
北
朝
時
代
の
注
停
学

古
勝

隆

一

中
国
建
築
の
様
式

･
技
術

･
空
間

田
中

近
代
中
国
の
綿
紡
織
業

森

道
教
思
想
研
究

変
谷

敦
塩
需
本
の
言
語
史
的
研
究

高
田

新
漢
字

コ
ー
ド
系
の
構
築

勝
村

中
国
古
代
中
世
の
法
制

富
谷

先
秦
時
代
の
金
文

漆
原

中
国
の
小
説
'
演
劇
及
び
講
唱
文
学
の
痛
撃

淡
時
彦

邦
夫

時
雄

哲
也至

達
郎

日
本
部

一
九
世
紀
に
お
け
る
明
治
維
新

佐
々
木

｢
日
本
植
民
地
帝
国
｣
の
経
済
史
的
研
究

山
本

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究

横
山

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
杜
含

水
野

戦
前
期
H
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

龍
谷

克
有
造

俊
夫

信

一

直
樹

近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究

士
族
の
研
究
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ド
イ
ツ
国
家
撃
と
近
代
日
本

近
代
日
本
の
言
語
政
策

江
戸
時
代
天
文
暦
学
の
文
化
史
的
研
究

西
洋
部

小 安 瀧
林 田 井

博 敏 一
行 朗 博

題
-

二
月

四
日

楚
節
夫
間
篇
の
整
理

岩
井

茂
樹

知
識
と
社
台
制
度

阪
上

孝

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

前
川

和
也

古
代
イ

ン
ド

･
ヴ

ェ
Ⅰ
ダ
祭
式
の
構
造
と
歴
史
的
展

開
の
研
究

井
狩

禰
介

フ
ラ
ン
ス
の
詩
学

宇
佐
美

秀

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
髄
の
成
豆

富
永

茂
樹

南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
社
食

田
中

雅

一

文
学
理
論
の
研
究

大
浦

康
介

後
期
ヴ

ェ
-
ダ
文
願
の
成
立
史
研
究
-
ブ
ラ
ー
フ
マ

ナ
か
ら
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
へ
ー

藤
井

正
人

初
期
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化

小
山

哲

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
政
治
思
想

上
野

成
利

中
世
イ
タ
-
ア
の

｢家
｣

高
田
京
比
子

共
和
国
の
法
と
道
徳
-

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に

お
け
る
共
和
思
想
と
新
カ
ン
ト
蔽
-

北
垣

徹

ポ
ー
ル

･
ヴ

ァ
レ
リ
ー
と
二
〇
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
思

想

森
本

淳
生

南
ア
ジ
ア
･
ム
ス
リ
ム
社
食
の
敢
合
構
造

小
牧

幸
代

小
南

一
郎

『経
典
樺
文
』
の
成
豆
と
そ
の
活
用

-

｢書
物

の
秩
序
化
｣
の
硯
鮎
か

/r
･,-

汲
家
書
蓉
見
前
後

東
方
学
報
第
七
十
筋
合
評
合

二

月

一
八
日

一
二
月

二
日

桑
山
論
文

矢
木
論
文

小
南
論
文

木
島

史
雄

吉
川

忠
夫

高
嶋

航

岩
井

茂
樹

虞
下

裕
之

東
方
部
研
究
書

東
方
学
報
執
筆
濠
備
襲
表

一
月
二
八
日

孔
子
項
託
相
聞
書

金

文
京

康
成
の
愛

(
一
五
五

〇
)
前
後
-
北

遠
に
お
け
る
社
食

接
鰯
と
北
虜
間

事

業

概

況

夏
期
公
開
講
座
-
モ
ノ
と
し
て
の
書
物

七
月

1
0
日

古
代

メ
ソ
ポ
タ
-
ア
の
粘
土
板

前
川

和
也

古
代
中
国
の
木
簡
-
紙
よ
り
優
れ
た
書
駕
材
料
-

富
谷

至

『百
寓
塔
陀
羅
尼
』
の
語
る
と
こ
ろ

勝
村

哲
也

七
月

1
7
日

中
国
古
典
籍
の
ブ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

木
島

史
雄

日
用
百
科
の
使
わ
れ
か
た
-
十
九
世
紀
の
日
本
-

横
山

俊
夫

印
刷
文
化
と
手
稿

(
マ
ニ
ュ
ス
ク
-
)
-
ヴ

ァ
レ
-
I

を
め
ぐ

っ
て
ー

森
本

淳
生

開
所
六
十
九
周
年
記
念
公
開
講
演
舎

一
一
月
五
日

卜
節
の
法
表
現

森
賀

一
恵

軍
事
共
同
社
台

の
文
化
人
類
学

-
宗
教
と
ジ

ェ
ン

ダ
ー
ー

田
中

雅

一

徳
川
慶
喜
と
戊
辰
戦
争

佐
々
木

克

一
九
九
八
年
度
漠
青
梅
普
職
員
講
習
舎

(漢
籍
電
算
庭

理
)

第

一
日

(九
月
二
八
日
)

囲
書
館
と
情
報
シ
ス
テ
ム

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
揮

正
憲

東
洋
学
文
戯
類
目
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(講
義
)

村
田

康
彦

東
洋
学
文
献
類
目
筋
子
髄
の
作
成

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

河
野

典

業
務
分
析
と
情
報
化

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

隈
元

栄
子

第
二
日

(九
月
二
九
日
)

漢
字

コ
ー
ド
ー
外
字
の
庭
理
-

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

小
滞

義
明

電
子
漢
字

(e
k
a
n
ji)
(講
義
)

同
志
社
女
子
大
撃
非
常
勤
講
師

丹
羽

正
之

日

･
中

･
墓
に
お
け
る
漢
字

コ
ー
ド
の
規
格

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

安
岡

孝

一

漢
字

コ
ー
ド
の
問
題
鮎
と

tS
O
t0
64
6
U
C
S
(講
義
)

学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
教
授

宮

滞

彰

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
一
)
(賓
習
)

第
三
日

(九
月
三
〇
H
)
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最
近
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
動
向

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
I
助
手

川
原

稔

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(講
義
)

情
報
学
研
究
科
助
教
授

岡
部

嘉
男

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(二
)
(賓
習
)

第
四
日

(
一
〇
月

一
日
)

抄
本

(古

文
書
)
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
蓋
像
虞
理

(講
義
)

大
阪
市
豆
大
学
教
授

柴
山

守

古
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
そ
の
利
用

(講
義
)

統
計
数
理
研
究
所
教
授

村
上

征
勝

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(三
)
(賓
習
)

第
五
日

(
一
〇
月
二
日
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

樫
井

恒
正

W
W
Wに
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

津
田

篤
史

賓
習

(二
)

第
三
日

(
二

月

一
一
日
)

史
部
書

(講
義
)

宴
習

(三
)

第
四
日

(
二

月

一
二
日
)

子
部
署

(講
義
)

賓
習

(四
)

凍
原

達
郎

武
H

時
昌

質
疑
鷹
答

金
滞
正
憲

勝
村
哲
也

一
九
九
八
年
度
漠
簿
塘
嘗
職
員
講
習
舎

(初
級
)

第

一
日

(
二

月
九
日
)

漢
籍
の
話

(講
演
)

橘
女
子
大
挙
教
授

小
野

和
子

四
部
分
類
-
経

･
史

･
子

･
集

(講
義
)

井
波

陵

一

貫
習

(
一
)

報

第
二
日

(
二

月

一
〇
日
)

桑

経
部

･
小
学
書

(講
義
)東

北
大
学
教
授

カ
ー
ド
の
作
り
方

(講
義
)

花
登

正
宏

梶
浦

晋

第
五
日

(
二

月

一
三
日
)

俳
書

(講
義
)

東
京
大
学
教
授

丘
山

新

質
疑
鷹
答

荒
牧

典
俊

所

員

動

静

｡
飛
鳥
井
雅
道
教
授

(日
本
部
)
は
'
停
年
退
官

(三
月

三

一
日
付
)
京
都
大
学
名
嘗
教
授
の
栴
鋸
を
授
輿

(四

月

l
日
付
).

｡

横
山
俊
夫
助
教
授

(日
本
部
)
は
､
教
授
に
昇
任

(四

月

一
日
付
)｡

｡
勝
村
哲
也
助
教
授

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)

は
､
教
授
に
昇
任

(四
月

一
日
付
)0

｡
山
路
勝
彦
関
西
学
院
大
学
教
授
は
'
併
任
教
授

(比
較

文
化
研
究
部
門
､
四
月

l
日
～

l
九
九
九
年
三
月
三

1

日
)｡

｡
高
木
博
志
北
海
道
大
学
助
教
授
は
'
菖
研
究
所
助
教
授

(日
本
部
)
に
蒋
任

(四
月

一
日
付
)0

｡

東
郷
俊
宏
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(四
月

1
日

付
)0

｡
小
牧
幸
代
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(四
月

一
日

付
)0

｡
古
勝
隆

一
氏
を
助
手

(東
方
郡
)
に
採
用

(四
月

一
日

付
)
｡

｡
山
室
信

一
助
教
授

(日
本
部
)
は
､
教
授
に
昇
任

(五

月

一
日
付
)0

｡
塚
本

明
三
重
大
学
助
教
授
は
､
併
任
助
教
授

(比
較

文
化
研
究
部
門
､
五
月

1
日
-

1
九
九
九
年
三
月
三

一

日
)0

｡
船
山

徹
助
手

(東
方
部
)
は
､
九
州
大
学
文
学
部
助

教
授
に
昇
任

(
一
〇
月

1
日
付
)0

｡
田
中
雅

一
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
一
九
九
七
年

一
二
月
二
六
日
大
阪

蓉
'
マ
ド
ラ
ス
大
挙
に
於
い
て
巡
産
資
料
の
収
集
､
ア

ン
ナ
マ
ラ
イ
大
挙
に
於
い
て
寺
院
祭
の
調
査
､
ハ
ワ
イ

大
学
､
ヒ
ロ
周
遠
に
於
い
て
ハ
ワ
イ
か
ら
イ
ン
ド
へ
の

巡
程
者
の
調
査
を
行
い
､

l
月
二
三
日
麻
囲
｡

｡
高
嶋

航
助
手

(東
方
部
)
は
'

一
月
九
日
大
阪
馨
､

南
京
博
物
館
'
中
国
社
台
科
学
院
歴
史
研
究
所
に
於
い

て
文
献
資
料
の
収
集
を
行
い
'

一
月
二
三
日
帝
国
｡

｡
瀧
井

l
博
助
手

(日
本
部
)
は
､

l
九
九
七
年
三
月
二

八
日
大
阪
饗
'
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
於
い
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
国
家
撃
思
想
の
展
開
と
日
本

へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
､

l
月
二
八
日
原
歯
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
二
月

一
四
日
大
阪
聾
'
北
京
大
学
に

於
い
て
古
典
撃
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
'
二
月

一

八
日
蹄
園
｡

｡
藤
井
正
人
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
在
外
研
究
員
旅
費

に
よ
り
､

一
月

一
〇
日
大
阪
聾
､
ハ
ー
グ

ァ
ー
ド
大

学
､
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
に
於
い
て
ヴ

ェ
-
ダ
‥
丁
キ
ス
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東 方 学 報

ト
の
生
成
と
蒋
移
に
関
す
る
先
端
研
究
の
動
向
調
査

と
研
究
協
力
'
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
挙
圏
書
館
に
於
い
て

カ
ー
ラ
ン
ト
博
士
の
資
料
と
デ
ー
タ
の
鮎
槍
を
行
い
､

三
月
九
日
解
団
｡

｡
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
二
月
二
六
日
大
阪
聾
､
河
南
省
文

物
考
古
研
究
所
'
焦
作
市
文
物
考
古
工
作
隊
'
北
京
大

学
'
中
国
国
家
文
物
局
に
於
い
て
考
古
学
的
調
査
を
行

い
'
三
月

一
四
日
蹄
園
｡

｡
富
谷

至
助
教
授

(東
方
郡
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月
二
日
大
阪
聾
'
オ
ラ
ン
ダ
固

豆
博
物
館
､
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
園
豆
民
族
学
博
物
館
､
大

英
博
物
館
に
於
い
て
中
央
ア
ジ
ア
出
土
考
古
文
物
の

調
査
を
行
い
､
三
月

一
五
日
麻
囲
｡

｡
木
島
史
雄
助
手

(東
方
部
)
は
'
三
月
九
日
成
田
饗
､

フ
ラ
ン
ス
囲
豆
囲
書
館
､
大
英
国
書
館
､
大
英
博
物

館
､
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
､
ボ
ド
レ
イ
ア
ン
圏
書

館
､
ロ
ン
ド
ン
大
学
'
デ
ビ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
於

い
て
敦
燥
文
書
及
び
書
物
史
研
究
の
た
め
の
西
洋
古

典
籍
研
究
を
行
い
､
三
月
二
五
日
蹄
園
｡

｡
井
狩
禰
介
教
授

(西
洋
部
)
は
､
三
月

1
六
日
大
阪
蓉
'

ハ
ー
グ

ァ
-
ド
大
学
に
於
い
て
研
究
交
流
の
打
合
せ

を
行
い
､
三
月
二
五
日
帝
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
三
月

l
七
日
大
阪
費
､
ロ
ー
マ
国
立

囲
書
館
'
バ
レ
ル
モ
市
豆
囲
書
館
'
キ
ヨ
ソ
ネ
博
物
館

に
於
い
て
漢
籍
調
査
を
行
い
'
三
月
三
〇
日
原
図
｡

｡
変
谷
邦
夫
教
授

(東
方
部
)
は
'
三
月
二

五
日
大
阪
番
'

ラ
イ
デ
ン
大
学
に
於
い
て
員
原
益
軒
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
四
月

1
H
帝
国
O

｡
荒
牧
典
俊
教
授

(東
方
部
)
は
'
二
月
九
日
大
阪
聾
､

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
挙
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
於
い
て

N
u
m
a
ta
S

sitin
g
P
ro
fesso
r
と
し
て
研
究
及
び
講

演
を

行

い

､

五
月

l
O
R
蹄
閲
｡

｡
森
本
淳
生
助
手

(西

洋
郡
)
は
､
四
月
二
二
日
大
阪
馨
､

フ
ラ
ン
ス
学
士
院
囲
書
館
'
フ
ラ
ン
ス
園
豆
囲
書
館
に

於
い
て
ポ
ー
ル
･
ヴ

ァ
レ
-
1
に
関
す
る
研
究
及
び

資
料
収
集
を
行
い
'
五
月

l
O
自
席
園
｡

｡
田
中

淡
教
授

(東
方
郡
)

は
､
五
月
五
日
大
阪
覆
､

大
明
宮
含
元
殿
遺
跡
に
於
い
て
同
遺
跡
保
存
整
備
に

関
す
る
日
中
専
門
家
合
議
に
出
席
し
､
五
月

一
〇
日
蹄

園
｡

｡
小
南

一
郎
教
授

(東
方
部
)
は
'
五
月
六
日
大
阪
聾
､

西
ミ
シ
ガ
ン
州
豆
大
学
に
於
い
て
第
三
三
回
中
世
学

園
際
合
議
に
参
加
し
､
五
月

一
二
日
解
団
｡

｡
狭
閲
直
樹
教
授

(東
方
部
)
は
､
五
月

一
四
日
大
阪
賛
'

香
港
中
文
大
学
に
於
い
て
戊
成
維
新
運
動
史
国
際
学

術
研
討
合
に
参
加
及
び
研
究
資
料
収
集
を
行
い
'
五
月

一
八
日
頗
固
｡

｡
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
五
月

一
五
日
大

阪
替
､
中
央
研
究
院
訊
料
研
究
所
に
於
い
て
新
漢
字

コ
ー
ド
系
の
研
究
を
行
い
'
五
月

l
九
日
帝
国
｡

.
変
谷
邦
夫
教
授

(東
方
部
)
は
､
五
月

l
八
日
大
阪
覆
'

北
京
圏
書
館
に
於
い
て
資
料
収
集
'
北
京
飯
店
に
於
い

て

｢宗
教
と
科
学
に
よ
る
文
化
交
流
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
出
席
し
､
五
月
二
四
日
麻
園
｡

｡
富
永
茂
樹
助
教
授

(西
洋
郡
)
は
､
在
外
研
究
員
旅
費

に
よ
り
､
五
月
二
六
日
大
阪
聾
､
パ
-
第
八
大
学
に
於

い
て
c
O
V
&
R
年
次
大
倉
に
参
加
及
び
研
究
報
告
､

フ
ラ
ン
ス
国
立
囲
書
館
に
於
い
て
資
料
収
集
を
行
い
'

六
月
五
日
帝
国
｡

｡
船
山

徹
助
手

(東
方
部
)
は
､
五
月
八
日
大
阪
零
'

ウ
ィ
ー
ン
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
僕
教
学
研
究
所
に
於
い

て
イ
ン
ド
俳
教
哲
学
の
研
究
を
行
い
､
六
月
九
日
蹄

園
｡

｡
森
賀

一
恵
助
手

(附
属
東
洋
学
文
願
セ
ン
タ
ー
)
は
､

!
九
九
七
年
八
月
二
六
日
大
阪
聾
､
北
京
大
学
中
文
系

に
於
い
て
古
代
中
国
語
に
関
す
る
研
究
を
行
い
､
七
月

一
五
日
帝
国
｡

｡
矢
木

毅
助
手

(東
方
部
)
は
､
二
月

一
六
日
大
阪
聾
､

慶
北
大
学
校
師
範
大
学
に
於
い
て
朝
鮮
初
期
刑
罰
制

度
の
研
究
を
行
い
､
八
月

l
五
日
蹄
囲
｡

｡
前
川
和
也
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月

一
三
日
大
阪
費
､

大
英
博
物
館
に
於
い
て
館
戒
シ
ュ
メ
ー
ル
粘
土
板
文

書
の
研
究
を
行
い
'
八
月

一
七
日
帝
国
｡

｡
岩
井
茂
樹
助
教
授

(東
方
郡
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
八
月

一
〇
日
大
阪
饗
､
上
海
囲
書

館
に
於
い
て
資
料
調
査
､
光

明
大
酒
店
に
於
い
て
研
究

報
告
及
び
学
術
調
査
を
行
い
'
八
月
二

一
日
原
図
｡

｡
田
中

淡
教
授

(東
方
部
)
は
､
八
月

一
六
日
大
阪
番
､

香
山
飯
店
に
於
い
て
第

一
回
中
国
建
築
史
国
際
研
討

合
に
参
加
し
､
八
月
二
二
日
解
団
｡

｡
田
中
雅

一
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
七
月
三
〇
日
大
阪
費
､
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
囲
豆
大
学
に
於
い
て

イ
ン
ド
系
移
民
の
調
査
'

ハ
ワ
イ
大
学
に
於
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
僧
院
の
調
査
､
プ
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リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
､
ト
ロ
ン
ト
大
学
に

於
い
て
イ
ン
ド
移
民
の
調
査
を
行
い
､
八
月
二
六
日
帝

国
｡

｡
狭
間
直
樹
教
授

(東
方
郡
)
は
､
八
月

1
九
日
大
阪
覆
'

北
京
大
学
に
於
い
て
戊
成
維
新

一
百
周
年
国
際
学
術

討
論
合
に
参
加
及
び
研
究
資
料
収
集
を
行
い
､
八
月
二

六
日
緑
園
｡

｡
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
'

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
四
日
大
阪

曹
'
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
リ
ッ
チ
-
研
究
所
に
於

い
て
新
漢
字
コ
ー
ド
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
研
究
を
行
い
'
九

月

一
一
日
席
国
｡

｡
小
山

哲
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
八
月
三
〇
日
大
阪

饗
､
ポ
ー
ラ
ン
ド
閲
豆
囲
書
館
に
於
い
て
近
世
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
お
け
る
情
報
流
通
に
関
す
る
史
料
調
査
を
行

い
､
九
月

一
三
日
蹄
国
｡

｡

狭
間
直
樹
教
授

(東
方
郡
)
は
'
九
月
八
日
大
阪
脅
､

カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
挙
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
に
於
い

て

｢梁
啓
超
の
研
究
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
､
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
I
校
に
於
い
て
､
資
料
収

集
を
行
い
'
九
月

一
七
日
蹄
園
｡

｡

森

時
彦
教
授

(東
方
郡
)
は
'
九
月
五
日
大
阪
費
､

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
に
於
い

て

｢梁
啓
超
の
研
究
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
､
カ
-

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
I
校
に
於
い
て
､
資
料
収

集
を
行
い
'
九
月

一
八
日
轟
国
｡

｡
水
野
直
樹
助
教
授

(日
本
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

一
一
日
成
田
蓉
'
ロ
シ
ア
現

代
史
文
書
保
管
研
究
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
ソ
連
共
産

薫

･
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
朝
鮮
関
係
文
書
の
調
査
を
行
い
'

九
月
二

一
日
轟
国
｡

｡

金

文
京
助
教
授

(東
方
郡
)
は
､
九
月

一
五
日
大
阪

零
､
北
京
師
範
大
草
古
箱
研
究
所
に
於
い
て
国
際
元
代

文
化
学
術
研
討
合
に
出
席
､
北
京
囲
書
館
に
於
い
て
資

料
収
集
を
行
い
､
九
月
二
二
日
帝
国
｡

･
宇
佐
美

秀
教
授

(西
洋
郡
)
は
'
九
月

1
日
大
阪
零
'

ボ
ン
ピ
ド
ゥ
I
･
ド
ゥ
-
セ
文
学
観
書
館
に
於
い
て

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
峯
術
研
究
に
関
わ
る
調
査
及
び

資
料
収
集
､
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ

･
ル
･
ミ
ラ
イ
ユ
大
草
に

於
い
て
日
備
比
較
近
代
詩
研
究
に
関
わ
る
研
究
集
合

に
参
加
し
､
九
月
二
三
日
帝
国
｡

｡

高
田
京
比
子
助
手

(西
洋
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
八
日
大
阪
費
､
パ
ド
グ
ァ
大

学
に
於
い
て
中
世
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
史
に
つ
い
て
レ

ビ
ュ
ー
を
受
け
'
九
月
二
三
日
廃
園
｡

｡
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

l
三
日
大
阪
覆
､
河
南
省
文

物
考
古
研
究
所
に
於
い
て
焦
作
府
城
追
跡
の
調
査
､
北

京
大
学
に
於
い
て
調
査
打
合
せ
を
行
い
'
九
月
二
六
日

麻
固
｡

｡
富
谷

至
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
九
月
二
三
日
大
阪
聾
'
大
英
圏
書

館
'
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
園
豆
民
族
学
博
物
館
､
デ
ン
マ
ー

ク
園
豆
博
物
館
に
於
い
て
楼
蘭

ニ
ヤ
出
土
文
書
の
調

査
及
び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､

l
〇
月
三
日
麻
閲
｡

｡
谷
井
陽
子
助
手

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月

一
八
日
大
阪
費
､
敢
合
科
学

院
歴
史
研
究
所
に
於

い
て
明
清
時
代
gTT
#
案
資
料
収
集

を
行
い
､

1
0
月
二
四
日
帝
国
｡

｡
横
山
俊
夫
教

授
(日
本
郡
)
は
'
撃
長
裁
量
経
費
に
よ

り
､

一
〇
月
三
〇
日
大
阪
蓉
'
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
'
ケ

ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
於
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

｢人
文
学
の
新
時
代
｣
準
備
合
議
に
出
席
し
､

一
一

月
九
日
帝
国
｡

｡
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'

一
〇
月

一
五
日
大
阪
蓉
'
焦
作
市

文
物
考
古
工
作
隊
'
北
京
大
学
に
於
い
て
焦
作
市
府
城

追
跡
の
零
掘
調
査
を
行
い
､

一
一
月

一
七
日
蹄
園
｡

｡
田
中
雅

一
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

一
一
月
八
日
大
阪
零
､
ト
ロ
ン
ト

市
内
に
於
い
て
国
際
学
術
研
究

｢環
太
平
洋
地
域
の
文

化
と
シ
ス
テ
ム
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
す
る
研
究
｣
の

調
査
を
行
い
､

二

月

1
八
日
原
図
｡

o
龍
谷
直
人
助
教
授

(日
本
部
)
は
､

l
l
月

一
五
日
大

阪
番
､
茎
漕
中
央
研
究
院
墓
博
史
研
究
所
準
備
室
に
於

い
て
第

二

回
太
平
洋
国
際
科
挙
合
議
で
報
告
を
行

い
'

一
一
月

一
九
日
蹄
圃
｡

｡
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

二

月
二
二
日
大
阪
替
､
香
港
中

文
大
学
に
於
い
て
南
中
囲
近
隣
地
直
吉
文
化
研
究
国

際
学
術
合
議
に
出
席
し
､
畜
産
と
動
物
犠
牲
の
考
古
学

研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
'

二

月
二
五
日
原
園
｡

｡

高
嶋

航
助
手

(東
方
郡
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'

l
二
月
八
日
大
阪
脅
､
北
京
大
学
'

河
北
省
樟
案
館
､
上
海
固
書
館
に
於
い
て
清
代
の
人
口

資
料
及
び
中
国
近
代
社
食
史
関
連
の
資
料
収
集
を
行

い
､

l
二
月
二
七
日
解
団
｡
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.
小
南

一
郎
教
授

(東
方
郡
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

1
二
月

1
九
日
大
阪
蟹
､
湖
南
省
文

物
考
古
研
究
所
'
城
頭
山
遺
跡
に
於
い
て
中
国
新
石
器

時
代
の
都
城
遺
跡
の
調
査
を
行
い
'
一
二
月
二
七
日
麟

固
｡

外
国
人
研
究
員

｡
金

沖
及

中
共
中
央
文
献
研
究
室
副
主
任

東
ア
ジ
ア
世
界
の
蒋
折
粘
-

1
九
二
七
年
の
中
国
と

日
本
I
の
研
究

(比
較
社
食
客
員
部
門
)

受
入
数
宮

森
教
授

期
間

一
月

一
〇
日
～
七
月

一
〇
日

o

F
亡
jita
n
i
T
a
k
a
sh
i

カ

-

フ

ォ

ル

ニ
ア
大

学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
歴
史
撃
部

準
教
授

太
平
洋
戦
学
に
お
け
る
民
族
的
マ
イ
ノ
-
テ
ィ
出
身

兵
士
の
比
較
研
究

(日
本
学
客
員
部
門
)

受
入
数
官

水
野
助
教
授

期
間

六
月

一
九
日
～
一
九
九
九
年

一
月

一
一
日

.P
ierre
B
a
y
a
rd

パ
リ
第
八
大
挙
教
授

文
学
と
精
神
分
析
理
論

(比
較
社
合
客
員
部
門
)

受
入
教
官

大
浦
助
教
授

期
間

七
月
二
〇
日
～
一
九
九
九
年

一
月
二
〇
日

招
聴
外
国
人
聾
者

o
K
ta
u
s
K
ra
ch
t

ベ
ル
-
ン
=
フ
ン
ボ
ル
-
大
学
教
授

日
本
の
躍
法
な
ら
び
に
年
中
行
事
に
関
す
る
研
究
資

料
収
集

受
入
教
官

横
山
教
授

期
間

三
月

一
〇
日
～
四
月

一
一
日

｡
金

慶
南釜

山
大
学
校
韓
国
民
族
文
化
研
究
所
研
究
助
数

1
九
三
〇
-
四
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
の
綿
紡
績
工

業
化
と
努
働
力
再
生
産

受
入
数
官

水
野
助
教
授

期
間

四
月

一
日
～

一
九
九
九
年
三
月
三

一
日

o
G
erha
rd
L
ein
s
s

テ
ユ
ービ
ン

ゲ
ン
大
草
日
本
研
究
所
専
任
講
師

近
代
日
本
の
暦
と
大
雑
書
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究

受
入
教
官

横
山
教
授

期
間

四
月
六
日
～
七
月
三

一
日

o

K
ev
in
M
.
D
o
a
k

イ
-
ノ
イ
大
学
歴
史
撃
郡
助
教
授

明
治
期
に
お
け
る
国
民
団
家
形
成
と
市
民
社
食
の
問

題

受
入
数
宮

山
室
数
授

期
間

五
月
二
一
日
～
八
月

一
七
日

o
G
.
A
u
ro
ra
T
esta

イ
タ
リ
ア
国
立
東
方
撃
研
究
所
員

唐
代
洛
陽
城
の
考
古
学
的
研
究

受
入
教
官

桑
山
教
授

期
間

九
月
二
〇
日
～
l
九
九
九
年
九
月

1
九
日

o

F
ran
G
O
is
D
an
iel
V
oeg
eti

ロ
ー
ザ

ン
ヌ
大
学
文
学
部

研
究
助
手

ヴ

ァ
-
ド
ゥ

-
ラ

･
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
第
五
章

の
研
究

受
入
教
官

井
狩
教
授

期
間

1
1
月

l
日
～
l
九
九
九
年

一
〇
月
三

1
日

｡
陳

金
華

日
本
の
初
期
天
墓
密
教
の
形
成
及
び
そ
れ
と
中
国
俳

敦
の
関
係

受
入
教
官

荒
牧
教
授

期
間

二

月

一
八
日
～
l
九
九
九
年

1
1
月

l
七

日
外
国
人
研
究
生

｡
M
a
rtiロ
D
e-hey

『
稔

伽

師

地

論

』
三
摩
酒
多
地
の
研
究

受
入
教
官

荒
牧
教
授

期
間

一
〇
月

一
日
～
一
九
九
九
年
九
月
三
〇
日

o

B
o
g
na
Ja
n
k
o
w
sk
a

日
本
文

学

(
宮
揮
賢

治

に
関
す
る
研
究
)

受
入
教
官

小
山
助
教
授

期
閲

一
〇
月

一
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三

一
日

出

版

物

紀

要

人
文
学
報

第
八
十

1
戟

(紀
要
第

l
三
四
研
)

一
九
九
八
年
三
月
三
〇
日
刊

東
方
学
報

第
七
十
筋

(紀
要
第

一
三
四
射
)

一
九
九
八
年
三
月
二
七
日
刊

z
I
N
B
U
N

(欧
文
紀
要
)

第
三
二
親

丁
九
九
八
年
三
月
列

東
洋
撃
文
献
類
目

一
九
九
五
年
度

附
属
東
洋
学
文
戯
セ
ン
タ
ー
編

一
九
九
八
年
二
月
二
七
日
刊

東
洋
学
文
献
類
日

一
九
九
五
年
度
補
遺
版

附
属
東
洋
学
文
戯
セ
ン
タ
ー
編

一
九
九
八
年
三
月

一
三
日
刊
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研
究
報
告
そ
の
他

中
開
技
術
史
の
研
究

田
中

淡
編

一
九
九
八
年
二
月

一
〇
日
刊

調
査
報
告

第
三
八
競

日
用
百
科
型
節
用
集
の
使
わ
れ
か
た
-
地
小
口
手

揮
相
の
電
算
蓋
像
虞
理
に
よ
る
使
用
類
型
析
出
の

試
み
-

横
山
俊
夫

･
小
島
三
弘

･
杉
田
繁
治

一
九
九
八
年
五
月
三

丁
日
刊

共
同
研
究
資
料
叢
刊

第

1
競

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本

･
中
国

･
朝
鮮
間
の

相
互
認
識
と
誤
解
の
表
象

討
議
葉

山
重

信

一
編

一
九
九
八
年

一
二
月
二
五
日
刊

平
成
九
年
度
教
育
改
善
推
進
費

(学
長
裁
量
経
費
)
釈

究
報
告
書

新
蓉
見
事
物
へ
の
名
づ
け
を
め
ぐ
る
学

内
共
同
の
こ
こ
ろ
み

(代
表

山
本
有
造
)

一
九
九
八
年
三
月
三

一
日
刊

所
報
人
文

第
四
四
戟

一
九
九
八
年
三
月
三

一
日
刊




